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●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　!klg110@town.kosa.lg.jp

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間

今月の案内人

映画化された「ジョーカー・ゲー

ム」のシリーズ第３弾。疾走す

る特急車内、仮面舞踏会、ドイ

ツの映画撮影所を舞台に繰り広

げられる、息詰まる頭脳戦。“魔

王”の異名を持つ結城中佐が作

り上げたスパイ養成組織“Ｄ機

関”は、世界各国で展開する究

極のだまし合いに生き残れるの

か。スパイ・ミステリー好きに

ぜひおすすめしたい１冊です。

角川書店

小説

世界を舞台に究極のだまし合いを描く
柳 広司著 /『ラスト・ワルツ』 

新しい季節に子どもと読みたい絵本
近藤 薫美子作・絵 /『はじめまして』

普段の食卓に取り入れるコツを紹介
伊藤 栄里子著 /『世界で一番おいしいココナッツオイルレシピ』

認知症予防が期待されるココ

ナッツオイルを、毎日おいしく

とるにはコツがいります。そこ

で、老若男女から「おいしい。

また作って」と言われるレシピ

を考案。和食から洋食、ごはん

から麺、お菓子まで、よりすぐ

りのレシピを紹介しています。

この本でココナッツオイルを効

率良く摂り、「頭も体も健康で

若々しく」を目指しましょう。

文化学園文化出版局

教育・娯楽

他人のルール違反が許せない人、

年を取ることを恐れている人、

「ありがとう」という言葉を欲し

がる人へ、孤高の僧侶による心

の断捨離。日常生活のあちこち

にある「こだわりの罠（わな）」

を遠ざけ心安らかに過ごすため

に、簡単に取り入れられる18項

目。悩みの原因を「それ、どう

でもいい」と言い切って、不安

のない日々を実現しましょう。

小学館

一般書

健やかに生きるための心の断捨離
小池 龍之介著 /『こだわらない練習「それ、どうでもいい」という過ごしかた』

春、桜の木に花が咲き、「はじ

めまして」とミツバチやシジュ

ウカラの子、虫たちがつぎつぎ

にやってきて、あいさつをしま

す。四季の風景とともに常に変

化しながら「はじめまして」と

あいさつをする桜の木。生命に

は同じもの、同じ瞬間などない

ということを、豊かに、たから

かに描きあげた絵本です。子ど

もの読み聞かせにおすすめです。
偕成社

児童書

　　　生時代は、ずっと図書館
　　　でアルバイトをしていま
した。たくさんの本に触れてき
ましたが、一番魅力を感じてよ
く読んでいたのは絵本でした。
　今、父親になり、もう一度絵
本の世界に戻ることになりまし
た。
　今回、紹介したい本は『パン
ダ銭湯』という絵本です。この
絵本は、パンダたちが家族で銭

湯に行く物
語です。
　私も娘と
温泉に行く
のも好きな
ので、この
絵本を読む
と、お風呂
の楽しさと

気持ち良さを味わうことができ
ます。また、短い話ですが、発
想が面白くて絵がきれいで、
ユーモアたっぷりの世界観がこ
の絵本からあふれています。
　日本人にとってなじみのある
お風呂を舞台にして、パンダが
人間のように振る舞う姿が面白
く、外国人にもおすすめできま
す。ドッキリするような場面も
あって、子どもがびっくりす
るかもしれないですが、親子

の読み聞かせにはぴったりだ
と思います。
　私はもっと英語の絵本の読み
聞かせをしたいのですが、娘の
リクエストで、最近はこの絵本
ばっかり読んでいます。

R
ead T

his S
tory!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『パンダ銭湯』（tupera tupera 作）

ﾄｯﾄ ・゙ﾊｰｸﾞﾚｰﾌﾞさん
〔岩下１区〕

いま、明かされる「パンダのひみつ」。
あなたは、パンダ専用の銭湯があるの
を知っていますか。面白おかしいユー
モアのある話が魅力の絵本。

学
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●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
　!klg110@town.kosa.lg.jp

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）
　!klg110@town.kosa.lg.jp

　
２
月
21
日
（
土
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
第
18
回
町
公

民
館
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約

１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
実
践
発
表
で
は
、
地
域
交
流

の
場
つ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
芝

原
公
民
館
の
「
生
き
生
き
ス
ミ

レ
会
」
の
活
動
に
つ
い
て
、
黒

田
エ
ツ
さ
ん
（
芝
原
区
）
が
発

表
。
同
会
は
、
芝
原
区
（
光
永

カ
ヨ
子
区
長
１
１
９
世
帯
）
の

区
役
員
や
老
人
会
、
民
生
員
、

地
域
福
祉
推
進
員
が
開
催
す
る

も
の
で
、
毎
月
１
回
地
域
住
民

な
ど
が
公
民
館
に
集
い
お
話
や

料
理
を
作
っ
て
交
流
し
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
美
里
町
の
畝
野
地
区

住
民
の
農
家
楽
団
と
の
交
流
も

平
成
22
年
か
ら
行
っ
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
宮
崎
眞
樹
子

さ
ん
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
桜
の
丘
」
施
設
長
）
が
「
長

生
き
と
終
活
」
を
テ
ー
マ
に
講

話
を
行
い
ま
し
た
。

　
宮
崎
さ
ん
は
、「
長
寿
社
会
を

迎
え
た
今
日
、
終
末
期
の
た
め

の
備
え
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
事
前
に
家
族
と
最
期
の
希

望
を
話
し
合
っ
た
り
、
次
に
決

め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
考
え
た
り
し
ま
し
ょ
う
」

と
、
終
活
へ
の
注
意
点
を
説
明
。

「
高
齢
者
の
増
加
や
医
療
費
の
増

加
に
よ
っ
て
、
今
後
の
医
療
や

介
護
の
制
度
は
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
そ
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
に
各
地
域
間
の
つ
な
が
り

を
生
か
し
、
住
民
同
士
が
支
え

合
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
」と
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

芝
原
区
の
地
域
交
流
発
表

▼

町
公
民
館
大
会
・
実
践
発
表

▲芝原区での交流活動について
発表する黒田さん

▲長寿社会での地域のつながり
の大切さを話す宮崎さん

町公民館自主講座学習発表会

　町公民館自主講座の学習発表会

を開催します。ステージ発表や作

品展示をしますので、この機会に

各講座をご覧ください。

●日時　４月25日（土）午前９時

　30分

●会場　町生涯学習センター・

ホール、ギャラリーモール

●内容

 【ステージ発表の部】大正琴、

キッズダンス、フラダンス、レク

リエーションダンス、社交ダンス、

３Ｂ体操、英会話、オカリナ、相

撲甚句、町民コーラス

 【展示発表の部】版画、書道、生

け花、パッチワーク、絵画、水墨

画など

※受講申込みは、発表会当日およ

　び各講座で受け付けます。

同和問題についてみんなで考えよう

●『寝た子を起こすな！』の考えで

　は同和問題の解決にはなりません

　

　これは、「部落問題について何も

知らない人にわざわざ問題所在を知

らせる必要はなく、そっとしておけ

ば自然に解決する」という比喩的表

現です。

　ただし、解放令によって身分制度

がなくなった後、同和問題について

の教育や啓発がほとんど行われない

時期が約 100 年間続いたにもかか

わらず、部落差別が解消されること

はなく、むしろ厳しさを増していっ

たことからも明らかです。

　「教えるから差別が広まる」とい

う考え方は誤りです。

●同和問題について誤解を生むこと

　がないように教育や啓発が必要

　「同和問題について初めて知った

きっかけは何からか？」（内閣府

2012 人権擁護に関する世論調査）

という問いに対し、「家族や親せき、

近所、職場の人や学校の友達から聞

いた。」と答えた人が 29.9㌫（全国）

27.5㌫（九州）にのぼるなど、教育

や啓発以外のさまざまな機会に同和

問題を知る人が非常に多いことが分

かります。

　つまり、教育や啓発をやめたとし

ても、何らかの形で同和問題を知る

機会は数多くあり、誤った認識が広

まることを防ぐことはできないとい

うことです。

長
寿
社
会
で
の
支
え
合
い

▼

町
公
民
館
大
会
・
講
演
会


